
簡易会議録 

テーマ 高陵小・中宮北小の学校統合の今後の進め方について 

日時 令和２年８月２９日（土）10:00～11:30 

場所 中宮北小学校図書室 

出席者 

＜中宮北小統廃合問題検討委員会＞ 

２名 
＜中宮北小 PTA＞ 
２名 
＜学校安全課＞      
畑中課長、嶋田課長代理、中山係長、廣瀬主任 

協議内容 

【今回の協議の趣旨】 
 中宮北小保護者説明会の開催を含め、学校統合に向けての今
後の進め方について 
 
【教育委員会】 
・学校統合は単に新しい学校づくりのみではなく、跡地活用も
含め、魅力あるまちづくりとして行うもの、学校統合を機に
モデル的な地域として市内に発信していくものとしている。 

・コロナウイルス感染症は、いつ終息するのかわからない。 

・このまま終息を待つのではなく、感染症対策を踏まえた上で、

新しい学校づくりを構築する必要がある。 

・学校統合は予定通り進めていく必要があると考えている。 

 
【各代表からの意見】 

・学校統合の話し合いは、今後も予定通り進めて行く必要があ

る。 

・コロナ禍でも工夫すれば保護者説明会を開催できるのではな

いか。 

・新しい学校づくりの中でコロナ対策を考えていく必要があ
る。 

・実施プランの策定と（仮称）統合協議会設置は、中宮北小学

校保護者説明会を行った上で進めていくと決定したはずであ

る。 

・しかし、コロナ禍で説明会は、保護者は出席し難いので今は
実施しないほうがよい。 



 

・コロナ感染症が広がったことにより、少人数の学校のメリッ
トが注目されるのではないか。 

・今後、国の考えも変わるかもしれない。 
・国の動きを見て適正規模校の基準等を見直す必要があるので
はないか。 

・学校開放事業を中止しているのに説明会開催は矛盾してい

る。 

・子どものことを第一に考えているのに「中宮北校区が反対し

ているから統合が遅れている」と言われていることは心外で

ある。 

・学校統合は期限ありきで急ぐものではなく、今後、コロナ感

染症拡大の状況を見ながら進めていくべきである。 

・両校区には、学校統合を進めていく上で理解度や認識に差異

が生じている。同じレベル意識で進める必要がある。 

 


